
特集　性暴力の被害者にも加害者にもならないために

　
暴
力
は
、
性
別
や
加
害
者
・
被
害
者
の

関
係
を
問
わ
ず
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
被
害
者
の
多

く
が
女
性
で
あ
る
「
配
偶
者
な
ど
か
ら
の

暴
力
（
Ｄ
Ｖ
＝
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ

オ
レ
ン
ス
）」「
交
際
相
手
か
ら
の
暴
力

（
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
）」「
子
ど
も
の
前
で
暴
力

を
ふ
る
う
（
面
前
Ｄ
Ｖ
）」「
セ
ク
シ
ュ
ア

ル・ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」「
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
」

な
ど
は
、
人
権
を
著
し
く
侵
害
す
る
も
の

で
あ
り
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を
形
成
し

て
い
く
う
え
で
克
服
す
べ
き
重
要
な
課
題

で
す
。

　
身
近
に
暴
力
が
起
き
て
い
な
い
か
左
の

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
確
認
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
も
し
、
当
て
は
ま
る
項
目
が
あ
れ
ば

Ｄ
Ｖ
を
受
け
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
県
や
市
で
は
、Ｄ
Ｖ
な
ど
の
相
談
窓
口

を
設
け
て
い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
身
近
な

人
が
Ｄ
Ｖ
を
受
け
て
い
た
ら
、
相
談
す
る

よ
う
に
勧
め
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

人
権
男
女
共
同
参
画
課

☎（
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８
４
０

11
月
25
日
は
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
撤
廃
国
際
日
」

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
　11
月
12
日
㈰
〜
25
日
㈯

□ 殴る、突き飛ばす、物を投げつける
□ 大声でどなる、無視する
□ 人前で批判したり、けなしたりする
□ 無断で携帯電話をチェックしたり、ほかの
人のアドレスを消したりする

□ ネットへの書き込み、写真をばらまくとおどす
□ 交友関係や行動を制限する
□ 生活費を渡さない、家計を厳しく管理する
□ 借りたお金を返さない、高価なプレゼント
を要求する

□ キスや性行為を強要する、避妊に協力しない
□ 子どもに悪口を吹き込む
□ 子どもの前で夫婦げんかをする

※このリストの項目以外にも、ＤＶやデートＤＶに
当てはまる行為はあります。

※各相談機関とも年末年始は休みです（110番、性暴力被害者支援センター・ふくおかを除く）。

ＤＶチェックリスト

相談窓口

配偶者などからの
暴力

配偶者暴力相談
支援センター ☎（584)0052

☎（513)7335

☎（580)0110

☎（409)8100

☎（632)7830

☎（586)4035

☎0570(070)810

プラス

ちくし女性ホットライン

福岡法務局女性の人権
ホットライン

春日警察署
生活安全課

性暴力被害者支援
センター・ふくおか

まどかぴあ男女平等
推進センター
「総合相談」

まどかぴあ男女平等
推進センター
「臨床心理士による相談」
※要予約

心のリリーフ・ライン

月～金曜日　午前８時半～午後５時15分（祝日を除く）

月・水～金曜日　正午～午後７時
土曜日　午前10時～午後５時（祝日を除く）

24時間（ホームページからメール相談も可）
チャット相談　正午～午後10時
※10カ国語対応、安全な居場所を提供

月～金曜日　午前８時半～午後５時15分（祝日を除く）

代表　24時間　※緊急の場合は110番

24時間

月～金曜日　午前９時～午後５時
（祝日、第１・３水曜日を除く）
まどかぴあホームページから各種相談の予約可

火曜日（月２回）正午～午後３時（祝日を除く）
木曜日（月２回）午前９時～正午（祝日を除く）　
※実施日は広報「大野城」の毎月１日号に掲載

月～金曜日　午前９時～午後５時45分（祝日を除く）

ＤＶ相談＋

内容 相談機関 電話番号 受付時間

生き方
夫婦関係など

悩みごと

犯罪被害

暴力を止めてほしい
被害届を出したい

0120(279)889
 つ なぐ　はやく

逃げタオル
　災害が起きて避難するときに、
玄関やポストなど目立つところ
にタオルをかけ「避難の完了を
周囲に知らせる運動」のことです。
　「いのちを守る三行動」の後、
逃げタオルを行いましょう！

いのちを守る三行動
　地震発生時に自身の身を守るた
めの行動です。訓練当日、チャレ
ンジしてみましょう！

DROP!
（しゃがむ

）

COVER!!
（隠す）

HOLD ON!
!!

（待つ）

①姿勢を低く！

②頭・体を守る

③ゆれがおさまるまで、
　動かない！

11
月
最
後
の
土
曜
は
み
ん
な
で「
総
ぐ
る
み
」

　
市
民
総
ぐ
る
み
防
災
訓
練
で
は
、
市
内

全
て
の
公
民
館
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
・
小
中
学
校
な
ど
が「
同
じ
日
」・「
同

じ
時
間
」
に
一
斉
に
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　
災
害
発
生
時
な
ど
に
被
害
を
最
小
限
に

抑
え
る
た
め
、
生
命
・
身
体
を
守
る
適
切

な
避
難
行
動
が
と
れ
る
よ
う
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
全
て
の
市
民
が
参
加
で
き

る
、
総
合
的
な
防
災
訓
練
で
す
。

　
近
年
で
は
大
災
害
が
頻
発
し
て
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
訓
練
に
参
加
し
、
防

災
に
関
す
る
意
識
を
高
め
、
市
民
全
員

で
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

ど
ん
な
訓
練
が
行
わ
れ
る
の
？

　
市
内
の
各
所
で
次
の
訓
練
を
行
い
ま
す
。

◆
市
内
緊
急
地
震
速
報
対
応
訓
練
（
い
の

ち
を
守
る
三
行
動
）

◆
逃
げ
タ
オ
ル
訓
練

◆
近
く
の
公
園
や
公
民
館
へ
の
避
難
訓
練

◆
避
難
所
開
設
・
運
営
訓
練

◆
防
災
関
係
機
関
に
よ
る
防
災
展
示

◆
小
・
中
学
校
避
難
訓
練

◆
保
護
者
引
渡
訓
練
　
な
ど

※
当
日
は
土
曜
日
で
す
が
、
市
内
小
中
学
校
は
出

校
日
と
な
り
、授
業
と
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
す
。

小
学
生
は
、
保
護
者
引
渡
訓
練
が
あ
り
ま
す
。

※
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
も
訓
練
を
行
っ

て
い
る
た
め
、
通
常
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

緊
急
地
震
速
報
が
流
れ
ま
す

　
11
月
25
日
㈯
午
後
２
時
ご
ろ
に
、
災
害

情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
（
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
）

で
、
訓
練
用
の
緊
急
地
震
速
報
を
放
送
し

ま
す
。

「
い
の
ち
を
守
る
三
行
動
」
と
「
逃
げ
タ

オ
ル
」
を
練
習
し
ま
し
ょ
う

　「
地
震
は
必
ず
来
る
」
と
い
う
心
構
え

で
、
緊
急
地
震
速
報
に
合
わ
せ
て
、
各
家

庭
で
「
い
の
ち
を
守
る
三
行
動
」
と
「
逃

げ
タ
オ
ル
」
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
訓
練
を
終
え
た
時
に
、
い
ざ
災
害
が
起

き
た
時
に
ど
の
よ
う
に
行
動
す
る
か
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
を
見
な
が
ら
、
危
険

な
場
所
を
確
認
す
る
な
ど
、
家
族
で
話
し

合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

防
災
展
示

●
時
間
　
午
後
２
時
半
〜

●
会
場
　
御
笠
の
森
小
学
校 

グ
ラ
ウ
ン

ド
・
体
育
館

●
内
容

◇
校
庭
　
陸
上
自
衛
隊
に
よ
る
炊
き

出
し
訓
練
や
航
空
自
衛
隊
・
消
防
・

警
察
・
民
間
業
者
に
よ
る
車
両
・

資
機
材
展
示

◇
体
育
館
　
市
内
の
業
者
に
よ
る
災
害
時

に
役
立
つ
道
具
や
知
識
の
紹
介
　
な
ど

※
天
候
や
関
係
機
関
の
都
合
に
よ
り
、
内

容
が
変
更
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

危
機
管
理
課
消
防
・
防
災
担
当

☎（
５
８
０
）１
８
９
９

市
民
総
ぐ
る
み
防
災
訓
練
　
想
定
震
度
６
強
！
地
震
は
必
ず
来
る
！

11
月
25
日
㈯
は
「
い
の
ち
を
守
る
三
行
動
」
を
！
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